
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県とタイ王国バンコク都との青少年 
交流・育成事業について（福岡県）  

 今いる場所から世界を感じる オンラインで広がる 
ホストタウン交流の輪（三重県伊勢市とラオス）  

 第150号 令和3年8月２日 

外務省地方連携推進室 

外務省地方連携推進室 
運営ホームページはこちら 

※記事は をクリックするとご覧いただけます。 
 
※次回配信は９月１日の予定です。グローカル通信に
是非ご登録下さい。登録はこちらをクリック！ 
ご意見やご質問は、gaimu-renkei@mofa.go.jp 
までお願いいたします。 

～日本各地で国際的活動を行う皆様を支援するメールマガジン～ 

詳細 

ラ 
オスの学生を対象に、２０２１年６月、ホストタウン伊勢市とのオ
ンラインによるホストタウン交流が実現しました。伊勢市はユニ
バーサルデザインや心のバリアフリーの取組を推進するため
「共生社会ホストタウン」登録を目指す中で、ラオスで障がい者

と健常者が一緒に参加する「インクルーシブ陸上」の存在を知り、これを契機
に、ラオスのパラ陸上を受け入れるホストタウンに登録されました。 
これまでも市内の児童がラオス選手のユニフォームカラーをデザインし、その
お返しとして選手がオンライン授業を行うなどの取組が行われてきましたが、
今回の交流では、ラオス学生が伊勢市の食文化や農業・漁業の取組を知る
機会になりました。 詳細 

★地方連携推進室から 
・外交実務研修員からの寄稿（加藤外交実務研修員） 
 
・外交専門誌『外交』Vol.68の発売 詳細 

グローカル通信8月号 

2 
020年12月の第1回開催から直近第6回開催までで延べ
300人超の海外選手団及び関係者と県内ホストファミリー
がオンラインで交流。もともとは東京大会で訪日した海外選
手団の家族や大会関係者が県内家庭でホームステイを行

う予定だったところ、コロナ禍の状況を踏まえオンライン形式へ切り替
わり、交流の規模が目下拡大中！ホストファミリーは海外選手団の応援
団としてエールを送ると同時に埼玉の観光やグルメなど様々な魅力も
発信。メダリストとの交流も行われるなど大いに盛り上がっています！ 

「オンライン交流＠埼玉」によるホストファミリーと 
海外選手団の交流の取組について（埼玉県）  

福 
岡 県 と タ イ 王 国 バ ンコク 都 は、
2006年の友好提携以来、経済、
環境、文化、教育、青少年育成と
いった幅広い分野で交流を積み

重ねてきました。2018年に在福岡タイ王国総
領事館が開設され、バンコク都及びタイ王国と
の友好関係は、ますます深まっています。 

2008年から実施している青少年交流・育成
事業では、福岡県とバンコク都の両地域におけ
る若い世代の相互理解と交流を促し、海外を視
野に入れたキャリア形成意欲の向上を目指すこ
とにより、国際的な視野を持った青少年の育成
を図っています。 

詳細 

伊勢市児童がラオス選手の 
ユニフォームカラーをデザイン（2020年2月） 

ラオス学生と伊勢市関係者との 
オンライン交流（2021年6月） 

ホストファミリーからは琴演奏、埼玉の祭り紹介、
折り紙の花火の披露などの温かいおもてなし 

今後も埼玉のホストファミリーが海外選手団
を応援していきます（写真はコンゴ共和国パ
ラリンピックチームの壮行会） 

未来技術分野でのオンライン・ワークショップの様子 

学生が課題解決のために提案したアプリやツール 

詳細 

詳細 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_001432.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003491.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_001434.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/gaikou/vol68.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003486.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page25_001870.html
mailto:gaimu-renkei@mofa.go.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＃Nageiredo in @misasa_town    @tottoripref    is 
the most dangerous national treasure in Japan       
It’s supposed to be about 1000 years old and 
still unknown how it was built on such a steep 
cliff  
鳥取県三朝町の #投入堂   日本一危険   と言われる国
宝の建立方法は今も謎のまま  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

★地方連携推進室ツイート・ザ・べスト★ 
（期間：6/16～7/15）  

Twitter／＠LocalMofa 
 

 

天皇誕生日祝賀レセプションの開催（在重慶日本国総領事館） 

外務省地方連携事業説明会の開催  

 

神戸市内の六甲山最高峰にて。登山好きで、
市内に山が多く、大変楽しんでいます 。 

                             外国人から見た地方活性化Vol.16 
                                       ルチュク・レオ氏  

           国際渉外専門官としての貢献 
エコボランティア育成や国際ネットワークの構築を通じた神戸市の 

地方活性化の取組  

✈ 

詳細 

2 
021年6月、初となるオン
ライン形式での「外務省
地方連携事業説明会」を
開催しました。都道府県・

政令指定都市等自治体から160名
を超える方々にご参加いただき、駐日
外交団の地方視察ツアーや地域の
魅力発信セミナーなど地方自治体と
共催して地方の魅力発信に取り組む
事業、ジャパン・ハウス、SDGsといった視点からの地方連携に関連する事業、
そして海外での安全対策、国際取引における経済紛争のリスク等についてもご
紹介しました。 詳細 

詳細 

詳細 

今 
回は、神戸市市長室国際部国際課で働くルチュク・レオさ
んのご活躍をご紹介いたします！幼少から異文化に触れ
る生活をされていたルチュクさんは、日本文学を足掛かり
に徐々に日本の魅力に引き込まれていきます。 

 現在は、国際渉外専門官として、神戸市長の通訳や外国の連携先と
の交渉等の業務に従事するとともに、学生を巻き込んだエコボランティ
ア活動や自身のバックグラウンドを活用した国際的なネットワークの構
築等、神戸市の国際化・活性化に大きく貢献されています。 
 ルチュクさんのご活躍を、ぜひご一読ください！ 

2 
021年3月、中国の在重慶総領事館が重慶市内ホテルで開催した天皇誕生日祝賀レセプション。新型コロナウ
イルス感染対策のため、約140名という限られた参加人数の中で日本の地方の魅力PRが行われました。同市
と友好都市の広島市による日本酒とカクテルのPR、同市江津区と友好都市の宮崎県都城市による焼酎のPR、
静岡県の観光PRなど多くのブースが設けられました。早速その様子を見に参りましょう！ 

急 
峻な崖の中腹に建てられた摩訶
不思議なお堂！ 
今回は、鳥取県三朝町の国宝、三
徳山投入堂を紹介したツイートに

最も注目が集まりました。建造時期ははっきりせ
ずとも千年以上の昔、修験道の開祖・役行者が
法力で建物ごと平地から投げ入れたという伝
承が語り継がれています。 

風雪吹きすさぶ厳しい環境下で荘厳さをた
たえ続けてきたお堂の姿を一目見に、険しい山
道を辿って行く価値がありそうです。 

開催風景 

オンラインイベントでのプレゼン風景 

会場の様子 広島事務所による日本酒及びカクテルのPR 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page23_003475.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page22_003685.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_001433.html
https://twitter.com/LocalMofa/status/1407978936340860930
https://twitter.com/LocalMofa/status/1407978936340860930

